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1 はじめに

　筆者は，児童生徒・学生が絵を描くことを通し
て，日常生活における生物との触れ合いや自然体
験の内容を表現し，生物多様性を守ることの大切
さや自身・異国の人々のくらし・文化を学び合
う学習活動の支援を実践してきている（矢ケ崎，
2016，2019，2020；矢ケ崎ほか，2021；ラタナボ
ンコット，2021）．ここでは，それらの活動のな
かで考案された描画方法のことを，「ランドスケー
プ描画法 Landscape drawing method: LDM」と
呼んでいる．
　本報は，ランドスケープ描画法の目的を論ずる
とともに，多文化共生・国際関係理解，生物多様
性分野の教育研究・学習活動における本法の応用
手順と長所・短所を整理し，その上で，日本の小
学生児童（高学年）向けの「学習指導計画」を提
案している．さらに，その提案が学校教育機関（小
学校）の関係者（教職員）へ届くためのしくみと
して，神奈川県の事例をとりあげ，教育現場での
授業実践に向けた課題と展望について考察する．

2 ランドスケープ描画法（LDM）

（１）背景・目的
　幼少期の自然体験や動植物との関わりはその後
の人間形成，とくに人間関係能力や共生感の発達
と関係していることが示唆されている（国立青少
年教育振興機構, 2010）．しかし，児童らが日々培っ
ている生物の知識や自然体験の状況を把握（評価）
することは決して容易ではなく，研究や教育実践
を通してより一層の関係解明が求められるところ
である．
　こうした課題に取り組むにおいては，質問紙を
用いた社会調査の手法（小林ほか，2005；青木・
井邑 , 2012）が有効と考えられるが，その場合に
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おいては，本調査法に必然的につきまとうエラー
（山崎・内田 , 2005）として，調査対象者側の体調
不良や無気力さを起因とする“いい加減な（投げ
遣りな）回答”も含みうることに留意する必要が
ある．質問に対する回答様式が数値・記号による
選択肢の場合には，調査後のデータからそれらエ
ラーを検出することはほぼ不可能である．さらに，
調査対象者にとって，質問回答中の時間帯は，い
わば，調査に対する奉仕の時間であり，質問の内
容・量によっては“飽き”が生じて投げ遣りな回
答につながってしまうリスクもありうる．対象者
が児童の場合は，なおさら以上のことに留意する
必要がある．
　そこで，考案されたのが「ランドスケープ描画
法（以下，LDM）」である．LDM は，質問紙調
査に代わる手段として，児童らが積極的に取り組
みやすい“絵を描くこと”を採用し，それらの絵
から調査者が情報を得て，児童らの生物との関わ
りや知識，自然体験，人間形成との関係解明（評価）
につなげていくことを目指している．また , その
一方で，LDM は，児童らが日常生活における生
物との関わりを表現しながら自身の生活と生物と
の関係を主体的に学び，立場や境遇の異なる同世
代の友人 , 日本・世界各地の児童の絵画を供覧す
ることで，互いの文化・生活の違いや共通点，つ
ながりを認識し，ともに地球上で協力しながら生
きていこうとする態度の醸成へとつなげていくこ
とを目的としている．

（２）基本的手順と先行事例の成果
　LDM を応用した学習活動は小学生児童（高学
年）を対象としている．東南アジア・インドシナ
半島の内陸国，ラオス人民民主共和国（以下，ラ
オス）の農村部にある小学校高学年（最高学年５
年生，25 名）を対象とした先行事例（矢ケ崎ほか , 
2021）では，学習活動を２回に分け，それぞれ 90
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分程度を割り当てている．１回目の学習では，指
導者は，児童らに色鉛筆と B ４サイズの１枚の紙
を使用して自身が知っている村の自然・風景と生
物について（とくに，できるだけ多くの種類の生
物を）描くように指示している．２回目の学習で
は，同じクラスの児童に対し，自身の描いた生物
の絵の近くに生物の名前を追加で記入し，６種類
の色付きステッカー（星型シール）を使用して，
その生物に関連する自己の体験の情報を加えるよ
うに指示している．ステッカーの色は児童らの体
験の種類を示し，見たことがある（黄色），食べ
たことがある（赤色），触れたことがある（青色），
捕まえた / 採ったことがある（緑色），使って遊
んだことがある（桃色），育てたことがある（橙色）
としている．
　この学習活動の結果，22 名より完成画が得ら
れている * １．そのうち８名の絵画を抜粋し，筆
者が翻訳（英語表記）を加え，図１～８に示す．
児童 A は，樹木を丁寧に描いている様子が伺え
るほか，植物では４種類，コーの木（ブナ科樹木），
ラオスヒノキなど，樹種の名前も詳しく書いてお
り，動物では９種類を描き，見たことがある，食
べたことがあるなど，様々な体験をしていること
がわかる（図１）．児童 B は，オレンジの木やマ
ンゴーの木などの果樹やコーの木，チークの木な
どの樹木を所々に描いている（図２）．児童 C は，
空，山，川，水田，出造り小屋などの景観要素と
ともに，13 種類の生物要素を描いている（図３）．
児童 D ～ H は同様の景観のなかに , 様々な生物
と体験の情報が記されている（図４～８）．全完
成画の分析では ,「見たことがある」生物要素が
全要素の約９割を占め，目視された実在する生物
が多く絵画に反映されていることがわかっている

（矢ケ崎ほか , 2021）．

（３）長所・短所
　教育研究と学習活動における LDM の長所と短
所 * ２をまとめたのが表１である．
　長所としては，「一定の手続きを経て描かれた
絵からは , 児童の生物との触れ合いや体験の特徴・
傾向の一側面を読み解くことができること」，「絵
画の内容から，児童の（描画作業に対する）努力
量を推し量ることができ，手抜きによる“いい加
減な回答”を検出することができること」，「描画
作業の間 , 調査者が児童ひとりひとりをくまなく
巡回し , 問いかけを行うことで , 課題（質問）に
対する児童の思考が促され , 結果的に絵画のもつ

情報精度をさらに高めることができること」が挙
げられる．また，学習活動においては「児童が終始 , 
積極的かつ主体的に取り組むことができる作業か
らなること」，「一定の手続きを経て描かれた絵は , 
他者との供覧を通して互いの比較を可能にするこ
と」，「より高学年の生徒・学生 , 大人へも適用で
きうること」が挙げられる．
　短所としては，「絵画に表れている自然体験や
生物の情報は , その絵を描いた児童の体験すべて
を表す網羅的なものとは言えず，絵画から , 児童
の自然体験や生物との関わりの全容を解明するこ
とはできないこと」のほか，「描画分析から出力
された数値データ（体験や生物要素の数）は児童
らの自然体験や生物多様性の知の豊富さを指標し
ている可能性があるが , その有効性を示す科学的
根拠は圧倒的に不足していること」（矢ケ崎ほか，
2021）が挙げられる．また，学習活動面では，「観
念画期にあたる低学年児童（三沢 , 2014）には不
向きであること」，「描画作業を不得手とする児童
は積極性に欠ける可能性があること」が挙げられ
る．

表1．LDMの教育研究・学習活動上の長短所

（教育研究面）

・ 一定の手続きを経て描かれた絵からは, 児童の生物との触れ
合いや体験の特徴・傾向の一側面を読み解くことができる.

・ 絵画の内容から, 児童の(描画作業に対する)努力量を推し量
ることが出来る.

・ 描画作業の間, 調査者が児童ひとりひとりをくまなく巡回し,
問いかけを行うことで, 課題に対する児童の思考が促され,
結果的に絵画のもつ情報精度をさらに高めることができる.

（学習活動面）

・ 児童が終始, 積極的かつ主体的に取り組むことができる作業
からなる.

・ 一定の手続きを経て描かれた絵は, 他者との供覧を通して互
いの比較を可能にする.

・ より高学年の生徒・学生, 大人へも適用できる.

（教育研究面）

・ 絵画に表れている自然体験や生物の情報は, その絵を描いた
児童の体験すべてを表す網羅的なものとは言えない（絵画か
ら, 児童の自然体験や生物との関わりの全容を解明すること
はできない）.

・ 描画分析から出力された数値データ（体験や生物要素の数）
は児童らの自然体験や生物多様性の知の豊富さを指標して
いる可能性があるが, その有効性を示す科学的根拠は圧倒的
に不足している.

（学習活動面）

・ 観念画期にあたる低学年児童には不向きである.

・ 描画作業を不得手とする者は, 積極性に欠ける可能性があ
る.

長　所

短　所
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図1．児童Aによる絵画．13種類の生物要素に対し，計37の体験（星印）が描かれている．

図2．児童Bの絵画．名前のある16種類の生物要素に対し，計51の体験（星印）が描かれている．
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図4．児童Dの絵画．16種類の生物要素に対し，計65の体験（星印）が描かれている．

図3．児童Cの絵画．13種類の生物要素に対し，計29の体験（星印）が描かれている．
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図6．児童Fの絵画．14種類の生物要素に対し，計34の体験（星印）が描かれている．

図5．児童Eの絵画．14種類の生物要素に対し，計47の体験（星印）が描かれている．
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図8．児童Hによる絵画．15種類の生物要素に対し，計42の体験（星印）が描かれている．

図7．児童Gの絵画．11種類の生物要素に対し，計36の体験（星印）が描かれている．
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3 LDMを応用した「学習指導計画」の提案
　ラオス児童の描画（図１～８）を活用し，日本
の小学生（第６学年）が自身と異国の自然・文化
の理解を深めるための学習活動を提案する．

（１）主題名
　生物とくらしとの関わりを世界の友達と学ぶ

（２）子どもの問題意識（学習の動機）
　生物は互いにかかわり合って生きていることを
理科の授業で学んだよ．わたしたち（人）も生物
とかかわり合ってくらしていることを勉強した
よ．自分はこれまでにどんな生物とかかわってく
らしてきたのかな．自分のことをみんなに知って
欲しいな．社会の授業では世界の国々のことを勉
強したよ．世界の人々はどんな生物とどのように
かかわり合って生活しているのかな．自分と同じ
くらいの年齢の世界の小学生たちのことをもっと
知りたいな．お互いのことを知り合うためにはど
うしたら良いかな．

（３）指導の目的
　小学校の６年間の自身の生活をふり返りなが
ら，住んでいる町の自然・生物と自身の生活との
関係を学ぶとともに，立場や境遇の異なる世界の
同年代の子ども達の生活（自然体験）や生物との
関わり合いを学び，互いの文化や生活スタイルの
違い・共通点を認め合いながら，共に地球上で協
力しながら生きていこうとする態度を育む．

（４）探究課題
・�身近な生物・自然環境と自身との関わり合いや

そこに起きている問題 【環境】
・�世界の人々の生物文化と暮らしの価値観，世界

と自身とのつながり 【国際理解】

（５）�学習目標（育成を目指す資質・能力，うな
がしたい新たな気づき・態度）

・�自身の日常生活における生物との関わり合いを
絵に表し，他者にわかりやすく説明できる．

・�他者（世界の小学生）が描いた絵から情報を収
集し，生物とのかかわりから他者の文化・生活
を想像することができる．

・�世界の人々の生活様式や生物の多様さを理解し，
それらの重要性について自身の考えをまとめる
ことができる．

・�自身と世界とのつながりを認識し，他者の問題
を自身の問題としてとらえ，問題の理解のため
に意欲的に取り組むことができる．

（６）関連教科
　社会　理科　外国語活動・外国語　総合的な学
習の時間

（７）必要資材
　画用紙（白色無地，八つ切サイズ），鉛筆，色
鉛筆（消しゴムで消えるタイプだとなお良い），
星型カラーステッカー（シール）

（８）学習活動の内容（図９，図10）
＜第１回（推奨時間90分）＞
住んでいる町・村の自然と生物をえがく
　児童らが住んでいる町・村の自然と生物につい
て他者によく伝わるよう工夫して絵を描き，１枚
の紙にまとめるように促す．手引き（その１）に
したがって絵を描くよう指示・誘導する．
　指導上の留意点として，指導者は「生物は互
いにかかわり合って生きていることを理科の授
業で学んだよ」「わたしたち（人）も生物とかか
わり合ってくらしていることを勉強したよ」「わ
たしたちはこれまでにどんな生物とかかわって
くらしてきたのかな」「社会の授業では世界の
国々のことを勉強したよ」といった他教科の学
習事項との関連を意識させる問いかけを行う．
また，児童らに「自分のことをみんなに知らせ
たいな，みんなのことを知りたいな」，「自分と
同じくらいの年齢の世界の小学生たちのことを
もっと知りたいな」という意欲とともに，「お互
いのことを知り合うためにはどうしたら良いか
な」といった思考を促しながら，指導者が「住
んでいる町全体がわかるように，工夫して，絵
をかきましょう」との助言を行う．

＜第２回（推奨時間45分）＞
生物の名前と自分の体験をしるす
　手引き（その２）にしたがって絵を完成させる．
絵を説明（発表）するための文章を用紙に書いて
まとめる．指導上の留意点として，指導者は，「絵
にかいた生物のことを何とよんでいますか」「生
物の名前を記しましょう」「生物とのかかわり（自
分の体験）について考えてみましょう」といった
問いかけを行う．
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第１回（推奨時間90分）： 住んでいる町・村の自然と生物をえがく

描画作業 〇自分が住んでいる町・村の自然と生物について、友達によく伝わるように工夫して絵をえがき、１枚の紙にまとめる。
〇手引き（その１）にしたがって絵をえがく。

【手引き（その１）】
住んでいる町全体がわかるように、工夫して、絵をかきましょう。
① 池、水田、畑、川はありますか？ ある場合は、それらをえがきましょう。
② 空はどんなようすですか？ 空も見えるようにえがきましょう。
③ 山や海はありますか？ ある場合は、それらをえがきましょう。
④ 森はありますか？ ある場合は、それをえがきましょう。
⑤ 以上の他に、どんな自然がありますか。 あれば、それらをえがきましょう。
⑥ あなたの家はどこですか。絵の中に家をえがきましょう。
⑦ あなたはどこにいますか？絵の中に自分をえがきましょう。
⑧ 生物はどこにいますか？ できるだけたくさんの種類をえがきましょう。
⑨ 家の中に生物がいる場合は、ふきだし（ ）を作ってその中に生物をかきましょう。

第２回（推奨時間45分）： 生物の名前と自分の体験をしるす

描画作業 〇手引き（その２）にしたがって絵を完成させる。
〇絵を説明（発表）するための文章を用紙に書いてまとめる。

【手引き（その2）】
① えがいた生物のことを何と呼びますか？ 絵の近くに生物の名前を記しましょう。
② 見たことがある生物の名前の横に黄色の星印（★）を付けましょう。
③ 鳴き声を聞いたことがある生物の名前に横に黒色の星印（★）を付けましょう。
④ 食べたことがある生物の名前の横に赤色の星印（★）を付けましょう。
⑤ さわったことがある生物の名前の横に青色の星印（★）を付けましょう。
⑥ つかまえた(採った)ことがある生物の名の横に緑色の星印（★）を付けましょう。
⑦ 使って遊んだことがある生物の名の横に桃色の星印（★）を付けましょう。
⑧ 育てたことがある生物の名の横に橙色の星印（★）を付けましょう。
⑨ 絵を説明（発表）するための文章を用紙に書きましょう。

第３回（推奨時間45分）： 自分がえがいた絵について発表する

発表 〇絵を示しながら、えがいた生物の種類や自分の体験（生物とのかかわり）について説明する。
〇クラスの友達はどんな生物を知っていて、どんな体験をしているか、感じたことをまとめる。

第４回（推奨時間45分）： 海外の友達の絵をみて考える

協同学習 〇世界（ラオス）の同年代の小学生がえがいた絵を題材とし、絵に描かれている生物・自然・体験の情報を収集する。
〇グループのメンバーで情報を持ち寄りながら、ラオスの小学生の生物との関わり合いや生活について話し合う。

第５回（推奨時間45分）： 専門家や研究者の話を聞く

解説とまとめ 〇専門家や研究者をまねいて世界（ラオス）の話を聞いて学ぶ。知りたいことや疑問に思ったことをたずねる。
〇生物との関わりや生活について、自分と世界（ラオス）との違いや共通点を知った上で、感じたことをまとめる。

図9．学習活動の内容と流れ

②“マイ コー”の話 ③“フォキエニア”の話 ④“マイ テュー”の話 ⑤“チークの木”の話

⑥“トラ”の話 ⑦“ニワトリの原種”の話 ⑨“川の中の生物”の話⑧“危険な生物”の話 ⑩“国際協力”の話

絵 の 中 の “ フ ォ キ エ ニ ア
（Fokienia）”は、ラオスの山奥の
天然林に生えている“ラオスヒノキ”
という木のことです。かつて、日本は
この大木をラオスから輸入して、神
社などの建物の材料に使っていま
した。今では、天然林から伐採・収
穫された丸太・製材の輸出は禁じ
られています。フォキエニアはラオス
の人々にとって大切な木の一つです。

絵の中の“マイコートゥリー（Mai
kor tree）”とは、どんぐりのなる木
（日本語でカシ、シイ、ナラ、マテバ
シイとよんでいる木のなかま）のこ
とです。さまざまな種類があり、燃
料や農具・建物（柱）の材料にしま
す。実の部分が食べられる木もあ
ります。ラオス語で“マイ”とは「〇〇
の木」という意味で、“マイ コー”は
「コーの木」という意味です。

ラオスには“マイ テュー”という木
（テューの木）があり、燃料（まき・
木炭）としてよく使われます。日本
は、ラオスから木炭を輸入しており、
その量は１年間に約１００００トンに
のぼっています。このうち「ラオス白
炭」という名前で売られている木炭
の 多 く は “ マ イ
テュー”から作られて
いると言われています。

絵の中の“チーク トゥリー（Teak
tree）”とは、ラオス国内に生えて
いる“チークの木”です。農家の
人々はこの木を植えて、大きく育て
て木材を売り、収入を得ています。
チークの木材は、家具づくりや建
築のために世界中でよく使われて
おり、ラオスの人々は大切に育てて
います。

絵の中の“タイガー（Tiger）”は、
ラオスの山岳地帯の森に生息して
いるトラのことです。トラは、世界に
おける「絶めつの恐れのある野生
生物」に指定されています。森が
なくなってしまったり、トラの骨が伝
統薬として高値で売れることから
密猟されたりして、頭数が減ってし
まったと言われています。

ラオスでは、川の魚や貝の体の中
に寄生虫がいることがあります。そ
の寄生虫を魚や貝といっしょに人
が 食 べ て し ま う と 、 人 は 病

絵の中の“ジャングル ファウル チ
キン（Jungle fowl chicken）”と
は、ヤケイ（野鶏）のことです。ラオ
スでは、農村部の森の中に生息し
ています。 現在人間が飼育してい
るニワトリは、こ
のヤケイを品
種改良したも
のと考えられて
います。

ラオスは、国連総会の決議に基づ
く「後発開発途上国」に認定され、
経済・医りょう・教育などの社会的
事情は日本とは大きく異なってい
ます。地球規模の環境問題を解決
するために、立場や境遇が異なる
国・地域の人々が互いに思いやり、
協力し合うことがますます重要に
なってきてい
ます。

ラオス国内にはメコン川という大き
な川が流れており、人々はそこから
魚やエビなど、様々な食料を得て
くらしています。メコン川の支流や
村の中を流れる小川も大切な漁
場となっています。ある場所では、
藻類（シオグサ類）が生えていて、
ラオスの人々はそれを採ってきて、
“のり”にようにして食べます。

気になってしまいます。人の血を
吸うカの体の中にも病気を引き起
こす寄生虫やウィルスがいること
があります。ラオスの人々は危険
な生物に気をつけながら暮らして
います。

そう るい

と じょう こくさん がく

はく

ラオス白炭

もく たん

もく たん

きょう ぐう

おく

①“パイナップル”の話
絵の中の“Pineapple”は、フルー
ツで有名なパイナップルのことで
す。絵をかいてくれた子どもたちの
ふるさと（村）は「パイナップル村」
とよばれるくらい、パイナップルの
畑が広がっています。日本国内の
おもなパイナップルの生産地は沖
縄県です。このことから、絵をかい
てくれた子どもたちの村のかん
きょうを想像することができます。

ほね

みつ りょう

たんばっ さい しゅう

かく

図10．第5回授業で準備・用意されている話題の例．授業中に全ての話をする訳ではない．
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＜第３回（推奨時間45分）＞
自分が描いた絵について発表する
　絵を示しながら，描いた生物の種類や自分の体
験（生物とのかかわり）について説明する．クラ
スの友達はどんな生物を知っていて，どんな体験
をしているか，感じたことをまとめる．指導上の
留意点としては，「完成した絵について，みんな
の前で発表しましょう」「描いた生物の種類や自
分の体験のことをみんなに伝えましょう」と指示
誘導を行うとともに，「クラスの友達はどんな生
物を知っていて，どんな体験をしているかな」と
いった問いかけを行う．

＜第４回（推奨時間45分）＞
海外の友達の絵をみて考える
　世界（ラオス）の同年代の小学生が描いた絵を
題材とし，絵に描かれている生物・自然・体験の
情報を収集し，まとめる．指導者用資料として , 
図１～８に描かれた自然・生物の英語・日本語対
応表を表２に示す . 複数の班（グループ）に分かれ，
グループメンバーで情報を持ち寄りながら，ラオ
スの小学生の生物との関わり合いや生活について
話し合う（協同学習）．指導上の留意点としては，
ラオスの児童の絵（図１〜８）を提示した上で「海
外の友達が描いた絵を見てみましょう」と誘導し，

「どんな生物が描かれていますか，英語の辞書を
使って調べてみましょう」「海外の友達はどんな
体験をしていますか」「海外の友達はどんなくら
しをしているのかな，想像してみましょう」「絵
をかいた友達はどこの国に住んでいるのかな，予
想してみましょう」「自分の絵と比べてみて，似
ているところ，違うところはあるかな」といった
問いかけを順次行っていく．

＜第５回（推奨時間45分）＞
専門家や研究者の話を聞く
　専門家や研究者をまねいて世界（ラオス）の話
を聞いて学ぶ．知りたいことや疑問に思ったこと
をたずねる．生物との関わりや生活について，自
分と世界（ラオス）との違いや共通点を知った上で，
感じたことをまとめる．指導上の留意点としては，

「世界のことを知っている専門家や研究者をまねい
て話を聞いてみましょう」「知りたいことや疑問に
思ったことをたずねてみましょう」と促すととも
に，「これまでの授業（第１回～第５回）で感じた
ことをまとめましょう」との指示誘導を行い，児
童らが一連の学習活動を通して学んだ事項を確認

表2．�ラオス児童8名の絵画における自然・生物要素
の英語・日本語対応表．参考として発音の仕方（か
な表記）を併記．

最初の文字
（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ）

生物・自然物の名前
（英語）

発音の仕方
（ひらがなの部分を強く発音する）

日本語の意味

Baboons バぶーンズ ヒヒ（動物）

Bear べァ 熊

Big orange tree ビッグ おーリンジ　トりー 大きなオレンジの木

Bird / Birds ばード / ばーズ 鳥

Bird nest バード ねスト 鳥の巣

Butterfly ばタフライ チョウ（虫）

Cat fish きャト ふィシュ ナマズ

Chicken ちぃカン ニワトリ

Chipmunk ちぃプマンク シマリス

Clouds クラウズ 雲

Coconut tree こうカナット トりー ココナツの木

Crab クらブ カニ

Dalbergia
cochinchinensis

ダルべルギア　コーキンキねン
シス

シタンまたはケランジィ
と呼ばれているマメ科
の木.

Deer でぃァ 鹿

Dove bird どうヴ　ばード ハト（鳥）

Ducks ダクス カモ、アヒル（鳥）

Eel いール ウナギ（魚）

Egret / Egret bird いーグリト / いーグリト ばー
ド

シラサギ（鳥）

Fish ふィシュ 魚

Flowers フラウァズ 花

Fokienia フォッキエニア ラオスヒノキ

Goat ごウト ヤギ

Grass / Grasses グらス / グらシズ 草

Gravel グらヴァル 砂利

H（エイチ） Honeycomb はニコウム ミツバチの巣

Jackfruit tree じゃク フるート　トりー ジャックフルーツの木

Jungle fowl chicken じゃングル　ふぁウル　ちぃカ
ン

ヤケイ（ニワトリの原種）

K（ケイ） Kor kee mou tree コー　キ　ムー　トりー どんぐりをつけるブナ科
の木（“コーの木”）の一
種で、マ テバ シイ の仲
間。ラオス語で“キムー”
は「ブタのうんち」という
意味。どんぐりの形がブ
タのうんちに似ているこ
とに由来している。

L（エル） Lotus ろウタス ハス

Mai Due tree まイ　デュー　トりー ビルマカリンと呼ばれる
マメ科の木（“デューの
木”）

Mai Kor tree まイ　コー　トりー ドングリをつけるブナ科
の 木 の 総 称 （ “ コ ー の
木”）

Mango tree まンゴウ　トりー マンゴの木

Monkey まンキ サル

Mountain まウントン 山

Mushroom まシュルーム きのこ

Mynas Bird まイナズ　ばード 熱帯アジア産ムクドリ科
の鳥の総称

Orange tree おーリンジ トりー オレンジの木

Owl あウル フクロウ、ミミズク

Paddy crab ぱディ　クらブ タガニ（田んぼに生息し
ているカニ）

Paddy field ぱディ　ふィールド 田んぼ、水田

Pineapple ぱイナプル パイナップル

Pterocarpus プテロかルプス ビルマカリンと呼ばれる
マメ科の木. ラオス語で
“Mai Due tree”（マイ
デュー トりー）と呼ばれ
ている.

Rabbit らビト ウサギ

Roses ロウジズ バラ（植物）

Shrimps シュりンプス 小さなエビ

Snail スねイル 巻き貝

Snake スねイク ヘビ

Snake fish スねイク　ふぃシュ ヘビに似た魚

Squirrel スクわーラル リス

Sun サン 太陽

Teak / Teak tree てぃーク / てぃーク　トりー チークと呼ばれるシソ科
の木

Tiger たイガ トラ

Tilapia fish ティらーピア　ふぃシュ ティラピア（魚）

Tree / Trees トりー / トりーズ 木

Water ゥおータ 水

Water's flowers ゥおータズ　フラウァズ 水の中の花

Wild ducks わイルド だクス 家禽化されていない野
生のカモ（鳥）

Wild elephant わイルド えラファント 野生の象

Wild rabbit わイルド らビト 野生のウサギ

G（ジー）

B（ビー）

C（スィー）

D（ディー）

E（イー）

F（エフ）

T（ティー）

W（ダブリュ）

J（ジェイ）

M（エム）

O（オウ）

P（ピー）

R（アール）

S（エス）
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するための記録を残す．専門家は児童の反応を見
ながら , ラオスの話題（図 10）を適宜提供する . 

4 授業実践に向けての課題と展望

　本報の LDM を応用した学習指導計画案は，ラオ
ス児童の絵画を題材に，他国・他地域の学校教育
機関（小学校高学年）を想定対象として練られた
ものであるが，日本の初等教育現場では未だ実践
されるまでには至っていない．このことから筆者
は，「令和４年度神奈川県研究者・技術者等学校派
遣事業（出前教室）」に申請・登録し，そのなかで
LDM を活用した授業（テーマ名：生物とくらしと
の関わりを世界の友達と学ぶ）を提案している．
　この事業は神奈川県立産業技術総合研究所

（KISTEC）が毎年主催し，学校側のニーズと研
究者・技術者側のシーズとのマッチングを通し
て，県内小中学校・特別支援学校等における子ど
も達の学びを支援しようとするもので，これまで
15 年間，登録ボランティア講師による体験型授業
が県内各地の学校で行われてきている（KISTEC，
2021）．この事業に登録可能な講師は「神奈川県
内在住または在勤で，企業・NPO・研究機関及び
これに類する機関に勤務する研究者・技術者，大
学・大学院及び専門学校に勤務する教員・研究員
及びそれらの退職者，大学院に在籍する学生ほか，
ものづくり等で，特殊な技能を有する者」* ３とさ
れている．以上の条件を満たす研究者・技術者等
であれば，学校教育機関に対し，ボトムアップ式
に授業提案を行う機会が設けられていることにな
る．こうした機会は , 研究者にとっては，教育分
野に対する研究成果の「社会実装」（茅・奥和田 , 
2015）のきっかけにもなりうる . LDM を応用し
た本授業提案は，神奈川県内の登録講師総勢によ
る 100 以上もの授業提案のなかの，あくまで一つ
に過ぎず , 現時点で学校側からの要請は届いてい
ないが，今回の提案を契機として，学校側のニー
ズを見極めたいところである．
　現時点における本授業提案の内容は，決して完
成形と言えるものではない．本案が教育現場にお
いて有効活用され , 役割を果たしていくためには , 
教科教育，年間授業計画との調整や外部の支援
体制 , 他校との情報交流ネットワーク等の環境整
備が重要になってくる . 例えば , 本案の実践のタ
イミングとしては , 小学６年理科「生物（人）と
環境との関わり」, 小学６年社会「外国の人々の
生活の様子」「我が国の国際協力」（文部科学省 , 

2017）を学習中または学習済みの時期が好機と考
えられるが , 実際には各学校の年間行事や教科割
当時間などの事情があり , 一律にはいかない . ま
た , より発展的に，様々な国・地域の学校とで児
童の絵を共有・供覧したいとなった場合には，す
でに各学校が交流ネットワークを有している場合
は問題無いが，何も有していない場合には他校と
の“つながり”を求めていかなければならない . 
いずれにしても , それら事項については，本授業
提案の実践を積み重ねながら検討を進め , 今後の
課題としたい．
　LDM は，学習者の生活域における主要な生物，
川・海・山などのランドスケープ要素，体験，知
恵の情報を一定の描画手続きに基づき加えていく
作業を促すものであるが，そこから得られる結果
は，学習者の生活様式や自然・文化・社会的事
情の違いにより多様になることが予想される . 本
手法による学習プログラムを初等教育の場で実践
し，それらの成果（絵画）を国や地域を違えた学
習者の間で共有することにより，自己と他者の結
果の違いや共通点を容易に比較することができ，
互いの現実世界（自然・文化・生活）の理解につ
ながる学習の好機を得ることが期待できる . プロ
グラムの達成については，プログラムの実施や絵
画の分析を進めながら，さらに詳細な議論が必要
である . その一方で , 幼少期における生物とのか
かわりや知識，自然体験，人間形成との関係解明

（評価）は十分でなく , さらなる研究の進展が望ま
れるところである . 研究分野における LDM 活用
の論考については , また別の機会に譲るとしたい . 
まずは，より多くの日本の教育現場の方々に本案
を実践いただき，ご意見・ご批評を仰ぎながら，
LDM と学習プログラムのさらなる進化形を目指
していきたい．

注釈
* １: ラオス児童 22 名の描画に関する分析結果は

別報（矢ケ崎ほか , 2021）にて詳述している .
* ２: 先行事例を通した分析（矢ケ崎ほか , 2021）

と参与観察に基づく .
* ３: KISTEC ウェブサイト（https://www.kistec.

jp/rikaston/demae/volunteer/）による .
　（2022 年５月 31 日参照）

謝辞
　本教育・研究活動の推進にあたっては，経費の
一部を公益信託経団連自然保護基金，公益財団法

JISE REPORT No.8（2022）



− 13 −

人イオン環境財団環境活動助成より支出した．国
内学校教育機関への授業提案に際しては，神奈川
県立産業技術総合研究所（KISTEC）より「神奈
川県研究者・技術者等学校派遣事業（出前教室）」
を通じ周知の機会をいただいている．関係各位に
対し，ここに記して心より御礼申し上げる．
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Developing a learning program for elementary 
school children for multicultural coexistence, 

international relations, and biodiversity―
Proposal of the Landscape Drawing Method

Tomoki YAGASAKI 1 and Bounchanh
　LATTANAVONGKOT ２

　１ Institute for Global Environmental Strategies
　２ Luang Prabang Provincial Forestry Section

Abstract: A learning program for elementary 
school children was developed and proposed 
as a packaged teaching plan for Japanese 
school teachers. It aimed to deepen children’s 
understanding of multicultural coexistence, 
international relations, and biodiversity, and to 
foster a harmonious attitude towards coexistence 
with people with different cultures and ways of 
life. It mainly comprised several types of activities, 
such as drawing images, presentation, and 
cooperative learning etc. An original approach, 
the Landscape Drawing Method （LDM）, was 
developed as a substitute for a questionnaire 
survey targeting children, and applied to the 
learning program so that they could actively work 
to draw and visualize the relationship between 
nature and living beings in their daily lives. The 
analysis of the drawn pictures based on the LDM 
seemed to provide meaningful information that 
indicated a richness of their experience with 
nature and knowledge of biodiversity. However, 
the scientific evidence on the indication is 
insufficient. For the realization of the practices 
of the learning program, we have entered into 
an original project, organized by Kanagawa 
Prefectural Government, for sending an expert 
and a researcher to schools as volunteer lecturers, 
and addressed a proposal on the learning program 
to the upper grades of all the elementary schools 
in the prefecture. Although we are yet to receive 
a request from the schools, the project will be a 
precious opportunity for experts and researchers 
to realize a practical application in society based 
on their specific skills and knowledge. Further 
and more detailed discussion on the achievement 
of the learning program is required depending 
on the progress of the implementation of the 
program, data collection, and analysis of the 
images provided by children.
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